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不易の原点を探り求める姿勢

九州個別化教育研究会会長 原英雄

教育界には、その時々の教育思潮を敏感に反映して、

一つの流行といったものがあるように思います。これを

キーワードで整理してみると、教育の変化といったもの

が読みとれます。学習過程・教材構造・創造性・主体性・

基礎基本・内容の栢選・目標分析といったものがそうで

す。

これらは、それぞれの時代には、新しい教育の先導的

な役目を果すものとして広〈研究され、実践の瑞で活用

されてきました。しかし、華々しく登瑞したわりには、

教育界への定箔は悪く、泡沫のように消えてしまったも

のもあります。

私自身の経験でも、教材構造がもてはやされた時代に

は、ぴっくりするほどの構造図を術き、肘譲を深めた経

験を思い出します。教材をどう解釈し、•その教材をどう

いう構造図にまとめるか、その場合の中核にすえるキー

ワードは何にするか、どう関連を示す線引きをするかな

ど随分苦労したものです。

個別化・個性化教育も、こうした一時の流行として終

わってしまう危険性がないとはいえません。個にif立する

個を生かすということは、教育の鉄則です。不滅の原理

です。全個教遥設立の主旨を常に商く掲げつつ永遠の灯
として守リ育てたいものです。

そのためには、全個教連として、また、会貝としてそ

の目的遂行のために鋭意努力すべきです。次に不易の原
点を探り求めるいくつかの視点を提習したいと思います。

1. 一人ひとりを大切にすることの思潮をわかりやす

く提言していくこと

2. 会員の一人ひとりが、日々の授業実践を通して、

個別化・個性化のあり方を実践的に示していくこと

3 ．学校問·会貝問の相互交流をより一府深め、討謡

の輪を大きくしていくこと

4. 会貝の一人ひとりが、自らの人問観・教育観・指

導観を確立するため、厳しい自己研鉗を図ること

5. 学習材（ソフト）の開発に創意をはたらかせ、た

やすく交換できる組織づ〈りをすること
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一人ひとりの個性の開発に関する関心は非常に高いと

いえます。また、一斉画一授業の改善に対する意欲も旺

盛です。どうこれを組綿的な活動としてまとめていくか

の必要性を感じています。全個教連を中心としたそれぞ

れの機関の活動に期待したいと思います。

九個研では、事務局を中心にこうしたことの実現に向

けて衆知を巣めています。本年度末に発刊を子定してい

る研究某録には、これらのことをふまえた実践記録をふ
んだんに収録したいど考えています。

個別化・個性化教育を一時の流行に終わらせないため

には、会員の一人ひとりが先に述ぺた視点をもとに、日

常の実践を大切にしながら、不易の原点を探り求めてい

＜努力をすぺきであると考えます。

（福岡県春日市教育長）

研究発表会のご案内

全個教辿にゆかりの深い学校で、研究発表会が、

行われます。
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全個教連主催
東では

第 2 回夏季研究会

期日昭和61 年 8 月 I • 2 日

会場 東京板橋区相談所

研修会参加者は酷暑の中を全国各地から

研修会．の参加者は、地理的に恵まれた東京勢35名、遠

方の大阪・＇岩手・窃山・岐阜•福島、関東の群馬・栃木・

茨城・埼王・千葉・神奈川の各県からも多数参加し個別

化教育の輪の拡大と共に研修の深化が図られつつあると

の感を強くいたしました。

研修会日程

第 1 日 (8 月 1 日）

1. 個別化・個性化教育のあり方

(1) 開会のことば 松崎二葉事務局長

(2) 会長あいさつ 染田屋掠相会長

(3) 個人差に応じた学習指導

板橋区立志村第二小学校長 上山英昭先生

(4) 個別化・個性化教育について 加森幸次先生

2. 個別化・個性化教育の実践

(1) 「オープンスペース」を活用して

東浦町立緒川小学校教諭 成田幸夫先生

(2) 「立き教呈」を活用して

国研研修生 松田早荀先生

(3) r."jl.';•通教毎」を活用して

町田市立小山小学校教諭 川品良代先生

(4) 「学11環境づく 1) 」を通して

板橋区立金沢小学校教諭 育木治人先生

(5) 業務述絡

第 2 日 (8 月 2 日）

個別化・個性化教育のための教材づく l)

ー「学習手引き」づくi)の実際

1. r学習手引き」づくリについて 加蔽幸次先生

2. グループ研修

(1) 手引き作成基礎コース

指導・助酋 加藤幸次先生

(2) 手引き作成実践コース

指導・ 11力首

東浦町立森岡小学校教頭 安藤慈先生

束浦町立緒川小学校教諭 成田幸夫先生

柏市立旭束小学校教諭 松田早苗先生

町田市立小山小学校教論 Ill}沿良代先生

3. 閉会のことは・ . 松崎二莱事務局長

会員の意欲が研修会をもりあげる

たいへん遠方からのご参加にもかかわらずI#1会時刻前

にお梨りくださる方もあり熱意に感銘しました。

‘` --. 

ベ松崎事務局長の開会のことばは、第 2 回夏季研修会の

運営全般についての説明と、運営を分担している事務局

貝の紹介があ＇）ました。

染田屋会長は、あいさつで次の点を強調されました。

① 研修の成果を持ち帰り学校で実践していただきたい。

② 臨教審の第二次答申で個人の導厳・個性の尊狐・自

主性の涵茨ということが述ぺられているが本会の趣旨か

ら考えて菩ばしいことである。個別化・個性化教育を推

進し、画ー的な教育から抜け出すことが大切である。

③ 学習材をどのようにつくっていくかが、個別化・個

性化教宥の発展に狐要な意味をもっている。

猿袈•発表‘•学習材づくり

加藤副会長からは、全国的な動きをふまえて、個別化・

個性化教脊についての講義があ＇）ました。上山研修部長

からは、個人差に応じた指速について、戦後の教育史を

ふまえた講義があ 1) ました。 4 名の先生方から実践報告

があリ、それぞれの学校て創意・エ夫をこらした実践の

紹介があ＇）ました。

学習の手引きコースは、昨年度の反省と研究の梢み狙

ねをふまえ、 4 グループに分かれ研修生の個に応じた指

導・助首をいただきました。

参加者の声

「昨年は無我夢中で研修会に参加しました。それを実

践していくなかで、自分なりのものをつかみ、発表もで

きるようになりました」「新設校なので、校長以下 5 名で

参加しました。この研修で修得したものを 2 学期に英践

したいと思います」「初めて参加しましたが、研修会のふ

ん囲気がよく気軽にとぴこめて研修ができ、実のりがあ

った」等々の率匝な意見をflflくことができました。

（福躯部副部長 渡辺欽一）
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第 2 回九個研研究大会

「個別化教育は教育活性化の主役となりうるか」とい

う大会テーマのもとに、第 2 回九州個別化教育研究会研

究大会が、 8 月22 日⑥福岡市教育センターで開催されま

した。

研究大会には、離島の沖縄屎や長崎県の対馬からも参

加をいただき、九州各県より 150 名を超える参加者の中

で盛会裡に終了することができました。

大会当日は、最初に全体会を行い、次いで実践発表と

質疑及び慈見交換、さらに講浪、梢報交換会を行い都を

とじました。

全体会では、九個研の設立の経過と今後の事業計画の

構想が提案されました。続いて基調提案が行われ、教育

の今日的課題と個別化教育の果すぺき役割について指針

が示されました。 • 

次いで、英践発表に移り次の 4 校よリ発表が行われま

した。

自分の目標をもって挑戦する子を育てる個別化教育

ーオープンスベース利用学習を通して一

沖縄県具志川市立渫原小学校教諭 知花晃

ォープンスペースを活用した葬数科指i＃の

佃別化・多様化

鹿児島媒加世田市立加世田小学校教諭 石黒直洋

子どもが生き生きと学習に取リくむ指i＃法の研究

一個別化を取り入れた授業のあり方一

佐tt粘山内町立山内西小学校教諭 早田幸徳

学習の個性化をめざしたチャレンジタイムの実践

福岡媒久山町立久原小学校教諭 池田伯一
., 

発表は、各学校とも最初に、オープンスペースを取り

入れた校含や施設を利用した個別化の授業実践の様子を

VTRやスライドで紹介をしながら、個別化教育の実践

について発表がなされました。インチの大型のピデオ画

面やスクリーンに写し出された校舎や子どもの学習の姿

は、参加された先生方に大きな感銘を与えました。特に、

オープンスペースをもつ校舎を建築中という学校の先生

からは大変参考になったという声がllflかれました。

発表後、質疑及び意見交換が行われ熱心な討様がなさ

れました。肘訊の中では、個別化教育についての校内の

共通理解のはかり方の問題や学習材の作り方について、

時間の確保やどのような方法で行えばよいかといった問

迎が出されました。また、高等学校の先生からは、高等
学校において個別化教育を取り入れるとした場合にどん

な方法が考えられるかという問題も出されました。さら

期日昭和61 年 8 月 22 日

会場福岡市教育センター
西では

に、今後、九個研が全国の個別化教育実践校の諸衣料を

収染して、九州における個別化教育の梢報センターとし

て各学校に供する役割を求める意見も出されました。

続いて、研究大会の研究テーマでもある「個別化教育

は教育活性化の主役となりうるか」というiiばりで、国立

教育研究所圭長の加森幸次先生の講演が行われました。

講油の中で、加藤幸次先生は、教宥活性化の今日（Iりな要

件をあげられ、個別化教育が教育の課題に果たす韮要性

について述ぺられ、合わせて、意見交挽の中で出された

個別化教育英践上の課迎についての方策を示していただ

きました。

日程と並行して、受付ロピーでは、個別化教脊実践上・

の課題を中心とする相談コーナーが1iil 設され、 1JIl iiii幸次

先生や九個研の事務局貝が相談に応じました。また、個

別化教脊実践校における学咽材や研究紀要等の祁沢科も

展示し、’実践上の参考にしていただきました。

最後の情報交挽会は、加藤先生を囲んで、沖縄児や鹿

児島県の先生方も参加して30名ほどで行われました。こ

の会では、実践上の悩みや九個研の役割について膝を突

き合わせての慈見交換が行われました。また、今後の九

個研の研究大会の開拙を各県まわしに出来るような体制

を各県の中で（乍っていくために、全個教述や東海研との＇

述携を密にし、九州における個別化教行の充実・普及と

会貝の拡大をはかり九個研の発展をめざすことを申し合

わせて会をとじました。

九個研が発足してのわずか 5 カ月を経過しての 2 回目

の研究大会でしたが、 1 回目の 5 倍 (1 回目は33名）の

参加を得たことは、会の存在価値が広く認識され＇、さら

に実践の輪が広まっていくもほと喜んでいます。

（九州個別化教脊研究会事務局幹11~ IIl 中 普）
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喫唸四瞬四
因事務局だよリ蕊 事務局長松崎二葉 ! 
逗誌蕊蕊蕊蕊蕊足き琴翠

お彼岸のお中日に、この稿の箪を執っています。全国 ! 

の同志の皆様、お元気でお励みのことと思います。この ! 

会の一層の発展を願いつつ、お知らせをします。 l 
r一事務局会を＝——_-=--一--—__一--- ---_-=•-•一•一•—•—•--•—·—•-•一•—•—•----l i 
! 7 月 25 日午後 2 時より、東京都板橋区立金沢小学i i 
！校において、事務局会を開きました。
| 8 月 1 日・ 2 日に予定している夏季研修会につい！ i 

l て審識するのが、主たる目的でした。加藤幸次副会！ ! 

！長のご指導をいただきながら、役割分担等について！ ! 
i 成案を得ました。 ' •! o l 

i 暑い中、ありがとうございました。 i i 

i 係 . 担当者

l 総務 松崎二葉 新井 久 i i 

l 庶務 佐藤武男 奥田 実 ! i 

I 受付 新田豊作 橋本治典 ! ! 

i 会計 松山雄....:..唐木進・新妻則子 ! ! 

! 会場 新井久•新田豊作・橋本治典 i l 
! 接待 大谷滑子 唐木 進 ! ! 

渡辺 茂

i 記録 上山英昭 斉藤窟美子 ! 

! 司会・ 上山英昭 木下靖正 ! 

l 進行 倉上 保 笠原春雄 ! 

l 編集・ 渡辺欽一 梅川三郎 ! 

! 取材 渡辺 茂 三谷恭平 ! 

; •-•-•一·—•一•—•一ー·—•—·—•一•-----•一•開きました—•一•_.」
r·-•-·-•夏季研修会を一ー·-•---------·-―•一·-·-·-·--·--·-·―‘

いただき、ご面倒でも年会費のご納入をお願いする I 
しだいです。

61年度の年会費をご納入いただいた方々のうち当！

事務局扱い分は、 61. 9.. 15現在で次のとおりです。 I

謝意を込めてご紹介します。

なお、束海地区と九州地区の方々については、次i

号でご紹介いたします。それぞれの事務局を通じて、 l
一括納入される予定であるからです。 • 1 

団体会員 l 
0 帯広市立広陽小学校 〇麻布台教育研究所 I 
0最上町立富沢小学校 0立川プラインド工業i

株式会社 . l 
個人会員 i 

北海道村田順之助 福島武藤義男 I 
秋田二階堂邦文 野村裕子 I
茨城外山 文 東京新田哲郎！

宮城近江紀夫 横田杉男i

岡田永沼 島田広！
富山田中講ー 秋間政！

杉森富美吉 松山雄一i
里見良子 斉藤富美子i
中町消治 木村広子i

柴垣光郎 増田和彦！
三日市直司 松崎二葉i
天池芳明 山本正志i

岡山山神勝 渡辺欽一 1
佐賀光武充雄 塚越昭i
愛知水谷昌代 嶋根欣ー！

山形松葉英一 木下靖正！
! 昭和61年度の夏季研修会は、盛況裡に終了いたし i 
! ました。板橋区外からの参加者を敬称略順不同で紹！
i介します。 山口洋ー島 洋一竹沢氾海！
i里見立夫石田 薫飯塚徳政酒井幸生！
！近藤めぐみ西尾千鶴子村中 忠曽我節子！
! •加藤 勇渋沢 久西河内ひとみ村野 i 

l 群馬里見立見 坂田鳩！

1 坂本辰三川島良代•森田倫正矢沢武志i
！岩佐富雄束原瑞香酒井八直子外山 文！
！丸山和秀川瀬明子中西憲次久保寺克明i
！塚原久美子鴎田秀樹小川 智永井タケ子！
！渡辺雅子門倉和男笠原久枝飯田信男！
！須古勇輔市村敏幸小林昭彦狩原秀行i
！熊谷一之山元泰正江連窟夫江島 紘i
こ•--•一•—•-•-------•—•—•—•一•一•-•一•—•終わりました。—•一•—..J 

r-一年会費について、ふたたび·-•—•—•一•-•-•一•一•-•一•一•—•—•—•—•—•—•-•-―‘

! すでにご承知のように、本会は、会貝の会費によ l 
! って運営されております。特別の補助金も、寄付金！
i も頂戴しておりません。
! 事務局の方々にも、ほとんど手弁当での奉仕活動！
! をお願いしております。今後の活動をよりいっそう i 
i さかんにするためにも、一人でも多くの方にご入会！

i新潟市村敏幸 新井久！
i 中村雅胤 佐藤武男；
！束京吉村雅道 千葉尾形美智子 ! 

! 唐木進 西河内ひとみi
l 若松一雄 飯塚徳政i
! 岸俊彦 京都脇勝征i

! 亀田佳子 静岡·渡辺芳江 l 
! 小林昭彦 大阪平野侠代 l 
l 望月桂二 ．徳島山田 進 i 

I 吉岡蛸夫 香川久利文男 1 
永井タケ子 兵庫藤原淳作 i 

! 田村恵 埼玉加藤勇 l
l 渋沢久 千葉松田早苗！
i神奈川川島良代 並木久栄！
i 松波巌 関厚 l
！埼玉鴎野義智 長谷川好子i
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理事会と総会 61. 11. 1 
岐阜・池田小で

池田小のこ＇好意で、同校研究発表会の日に開くこと

になりました。ご通知いたします。
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